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1．はじめに

　山田断層は，京都府北西部の丹後半島の基部から兵

庫県豊岡市但東町まで東北東一西南西方向に延びる全

長約39kmの活断層である1）（図一D．断層の中央部約

5kmのセグメントは，1927年3月7日に発生した北
丹後地震（Ml　7．3）のときに，地表に地震断層が現れた．

同時に，北北東一南南西方向の郷村断層も地表に地震断

層として現れたことは良く知られている2）．郷村断層

に沿ったリニアメントと地表地震断層および断層露頭

の関連性については，今井・金折3）で報告した．

　山田断層の南西部では，右横ずれを示す明瞭な変位

地形が連続する4）．この部分では，北丹後地震にとも

なう地表地震断層は確認されていない．

　本研究では，北丹後地震で地表変位が認められてい

ない山田断層南西部を対象として，リニアメント判読

および地表踏査を実施し，断層の性状と末端部を明ら

かにするとともに，地震破壊開始点を議論した．

2．リニアメントと変位地形

　図一2には，空中写真を用いて判読された山田断層南

西部に沿うリニアメントの位置を地質図に重ねて示す．

　リニアメントの方向は，東北東一西南西から北東一南

西である．リニアメントを形成する変位地形は，河谷・

尾根の右屈曲，崖，鞍部および直線状谷である．唐川

付近では並走する2本のリニアメントが認められる．

そのうち，北西側のリニアメントは右横ずれを示す変

位地形が確認されるのに対して，南東側のリニアメン

トは北西側の隆起を示す崖や三角末端面が確認される。

虫生付近では，右横ずれ変位を示唆する閉塞丘が確認

される．このリニアメントが中藤の北東約800m付近

で左オーバーステップし，東北東方向へ連続する．こ

のリニアメントは岩屋峠から東北東では，リニアメン

トに沿った横ずれ変位地形が不明瞭になり，崖地形が
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図一1　丹後半島の活断層と地表地震断層

　　　　枠内は図一2の範囲を示す．

発達する．

3．断層露頭と断層末端部

3．1　断層露頭

　リニアメントに沿って実施した地表踏査の結果，断

層ガウジとカタクレーサイトから構成される断層露頭

5か所，カタクレーサイトから構成される断層露頭1

か所を確認した（図一2）．

　Loc．1では，断層を境にしてクサリ礫を含む礫上に

粗粒角閃石黒雲母花闇岩（宮津花南岩体）が衝上してい

る．断層の走向・傾斜はN30°W・60°NEであり，リ．

ニアメントの走向と大きく斜交する．露頭上部では傾

斜が40°NEとなる．礫層は淘汰の悪い未固結の亜円

礫で構成され，河成相である．露頭付近には，上記の

断層と同走向を示す小断層が認められる．この露頭は，

植村4）や産業技術総合研究所1）でも記載されている．
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　　　　　　　　　　図一2　山田断層南西部に沿うリニアメントと地質

地質調査所発行20万分の1地質図幅「鳥取」，「宮津」を一部改変．枠内は図一3の範囲を示す．
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図一3　中藤付近における断層のオーバーステップ部とトランスプレッション

　　　国土地理院発行25000分の1地形図「四辻」に一部加筆．

　Loc．2は，断層面に沿って幅約5mmの灰白色の断層

ガウジ，幅5cmの暗灰色の断層ガウジ，その外側に幅

30cmの断層角礫，さらにその外側にはカタクレーサ

イトが認められる．原岩は粗粒角閃石黒雲母花簡岩で

ある．断層面の走向・傾斜は，N80°E・80°NWであ

り，これはリニアメントの走向と一致する．断層面上

には35°Sの条線が確認される．暗灰色の断層ガウジ

中には，右横ずれセンスを示すPフォリエーションが

認められる．断層岩には，流動化が顕著に認められ，

変形組織は右横ずれセンスを示す．

3．2　山田断層南西端

　図一2には，山田断層南西部周辺の地質も合わせて示

してある．唐川～寺坂周辺には超塩基性岩，流紋岩質

溶岩および同質火砕岩溺分布する．岩屋～唐川には，

これらを貫く宮津花闇岩体（粗粒角閃石黒雲母花崩岩

および花商斑岩）が広く分布する．

　Loc．3では，リニアメントに沿って流紋岩質凝灰岩

に貫入する花商斑岩との地質境界を確認した．この境

界の走向・傾斜はEW・90°である．ここでは断層は認

められず，破砕帯やプロセスゾーンも認められない．

　Loc．4では，リニアメントの通過位置に流紋岩の健

岩露頭を確認した．この露頭周辺にも，破砕帯やプロ

セスゾーンの存在が確認されなかった，

4．考察

4．1　山田断層南西端の確定と地震規模

　寺坂～矢根に認められるリニアメントに関して，産

業技術総合研究所1）は，沢の右屈曲から活断層である

と認定している．しかしながら，本研究での地表踏査

の結果，リニアメントの通過位置には破砕帯やプロセ

スゾーンが認められなかった．さらに矢根付近では，

流紋岩質凝灰岩に貫入する花南斑岩との地質境界を確

認した．この境界付近には断層，破砕帯およびプロセ

スゾーンの発達が認められない．これらのことから，

この地域に認められたリニアメントは，岩相の違いに

よる構造地形であると考えた．

　以上のことから，山田断層の南西端は矢根付近まで

は達しておらず，唐川付近を末端部としていることに

なり，口」田断層の全長は約33kmと見積もられる，

　山田断層による地震の想定規模は，松田5＞の起震断

層の長さLとその全長が埴震を起こすときのマグニチ

ュードMの関係式（10gL＝0．6M－2．9）から，　M7．4と推

定される．

4．2　山田断層南西部の変位センス

　山田断層南西部は，右横ずれセンスを示す変位地形

が認められる．このことは，Loc．2で認められた右横

ずれセンスを示す変形組織と整合的である．条線から

は右横ずれセンスを主成分とし，北西隆起成分を持っ

断層である．

4．3　山田断層南西部のトランスプレッション

　粗粒角閃石黒雲母花閥岩が河成堆積物に衝上する

露頭（Loc．1）は，断層の左オーバーステップ部分に位置

しており，右横ずれ運動ではトランスプレッションが

作用することになる（図一3）．したがって，この左オー

バーステップ部は圧縮性バリヤとなる．佃6）が指摘す

るように，断層破壊が圧縮性バリヤから始まるとすれ

ば，ここで地震破壊が始まると推定される．

5，まとめ

（1）山田断層南西部に沿って6か所で断層露頭を確認

　した．これらの露頭での証拠から，山田断層南西部

は主に右横ずれセンスを持ち，北西側隆起センスを

　ともなう．地震破壊の開始地点は，左オーバーステ

ップ部で圧縮性バリヤが確認される中藤付近となる．

（2）寺坂～矢根付近には断層の存在を示唆する破砕帯

やプロセスゾーンが確認されないことから，山田断

層の南西端は唐川付近であると判断した．このこと

から，山田断層の全長は33kmとなり，想定される

地震規模はM7．4となる．
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